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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ぎ

い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
中
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
共
済
事
業
の
引
受
推
進

及
び
組
合
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
　
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
組
合
の
合
併
１０
周
年
を
迎

え
皆
様
方
の
御
協
力
に
よ
り
記
念
大
会

を
開
催
い
た
し
盛
会
の
内
に
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
晨
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
を
柱
と
し
た
農
政
改
革
が
行
わ
れ
主

食
用
米
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
が

全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
、
水
田
農
業
政

策
の
大
転
換
と
な
る
年
と
思
わ
れ
ま

す
。農
政
改
革
に
伴
う
諸
施
策
は
、
国

の
基
幹
的
な
農
業
災
害
対
策
と
し
て
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
に
よ
る
災
害
の
損
失

補
て
ん
と
災
害
の
未
然
防
止
に
裏
打
ち

さ
れ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
農
家
経
営
の

安
定
が
図
れ
消
費
者
へ
食
料
の
安
定
供

給
が
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
集
中
豪
雨
、
台
風
等
の
自
然
災

害
が
各
地
で
頻
発
す
る
中
、
す
べ
て
の

農
家
が
確
実
に
補
償
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
更
な
る
制
度
の
普
及

定
着
を
図

り
よ
り

一
層
、
生
産
現
場
の
エ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
損
害
防
止
活
動
等
を
通
じ

て
、
農
家
支
援
の
強
化
に
取
組
み
役
職

員

一
体
と
な
っ
て
地
域
農
業
に
貢
献
し

て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
組
合
員
皆
様
の
ご
多
幸
と

平
穏
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す

平
成
２‐
年
度
、
信
頼
の
き
ず
な
実
践
強
化
運
動
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
推
進
大
会
に
於

い
て
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
小
泉
良
嗣
理
事

（鉾
田
市
）
が
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
意
共
済
制
度
６０
周
年
記
念
全
国
研
修
会
に
て
、
普

及
推
進
功
労
者
と
し
て
長
島
弘
明
理
事

（神
栖
市
）
が
全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・２
月
４
日
に
水
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
に
於
い
て
表
彰
伝
達
式
が
開
催
さ
れ
、
永
年
勤

続
者
表
彰
に
於
い
て
安
藤
勝
雄
理
事

（神
栖
市
）
、
平
野
武
弘
課
長
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会城

野
達

★
農
業
功
績
者
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨

上

伝

鉾
早

小

泉

良

嗣

☆
任
意
共
済
制
度
∞
周
年
特
別
表
彰

全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞

神
栖
市

　

長

　

島

　

弘

　

明

☆
永
年
勤
続
表
彰

【役
員
の
部
】神

栖
市
　
安
　
藤
　
勝
　
雄

【職
員
の
部
】課

長

平

野

武

弘
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218,953
水 稲

1654 1.009

潮

△
□

1509 1.435 311,395

平

成

２‐

年

１２

月

１７

日

5844 4,590 996.030

被害戸数
|

被害面積 o 生産金額
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171.988

支払共済金 o)

鉾

鹿

神

行

一
潮

百

田
　
嶋

一
栖
　
方
　
来

市

市

市

市

市

計

2 1,2580

3,7771

7.8992

4,8633

1,9195

171,988

1,840.498 1  1,840.498

2,955,835 2,955,835

つ
４
　
一　
●
０

1,260,705 1,260,705

1,223,438 1,223,438

10 19,7171 1  7,452,464 7,452,464
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Iま 概地□C蜘
喜渤共
済ι・
1=°°0万円以上の加入者の皆さんヘ

住宅用火災警報器を無料進‐曇中ですノ

この機会にぜひこカロ入を′

本年度より火災共済 (一般造)総 合共済の掛金がお安くなつています
安い掛金で大きな補償をするのがNOSAの建物共済です
この機会に加入内容の見直しをしてみませんか?

NOSAの建物共済は、建物 家具類等のあなたの大切な財産を不慮の災害からお守りします
万が一に備え、再取得価格しヽつぎtlまでのカロ入をおすすめしています
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寅年生まれの皆さんに今年の抱負をうかがいまし稽、マ

小沼 洋一 さん
(S25年生まれ)

メロン トマトと一年中せわしいフヽウス農家です
が、還暦を迎える今年は、少しでも余暇の楽しめる

栽培と活用法を目指して夫婦で健康に留意し、歩ん

で行きたいと思つています。

一■
一一一一
¨̈
一
・一一一・一

一一一一一一一一
池田 光政 さん
(S25年生まれ)

還暦を迎える年になり、更に年度末にIよ退職です。

新規就農者として貢献できるような諸準備を心掛け

るつもりです。皆様方のこ指導を願いつつ日々過し

ます想いは「農は国の礎なり」です。

■

1

■ ●

(S25年生まれ)

今年還暦を迎え、初孫も生まれ元気で成長する事

を楽しみに、家族が健康で暮らせる事を願いなが

ら、農業では安心して買つてもらえる農産物を作り

続けたいと思つています。

(Si3年生まれ)

共済役員として三年、皆様の御指導と御協力を頂

き有難うこざいました。私も年男に当り、トラ、トラ、ト

ラで頑張りたいと思います。新年を迎え、これからも

健康に留意してもう一度トラに逢いたいと思います。

禾□清 さん

(S25年生まれ)

今年還暦を迎えますが、新たな気持ちで日々健康

に注意して行きたいと思います。 りたくないのが本音だが、第 2の人生のスタート、

迫り来る老いの影を背負いながら、家族の健康を願

い前向きに年を重ねたい。

|  | ■ ■ 411■ ||■ ||■ |
||



ろっこう第30号

総代、損害評価会と多年に渡り皆様方に大変お世

話になり、ありがとうこさいました。今年還暦を迎

えますが、これから少しは健康に注意しながら仕事

を頑張つてやつていきたいと思つています。

斉藤 隆夫 さん
(S25年生まれ)

今年還暦を迎える年にあたり、家族仲良く力を合

― 郎 さん

マ
llFl, (S37年生まll)

経済はデフレ傾向にあり、販売価格も安値安定と農

業資材の高騰等で、農業情勢よ厳しい時代にあると

思います。ですが今年も家族健康で、個々のやるべき

事を頑張つていき、乗り切つていきたいと思います。

わせ、一層健康に注意し、充実した一年にしていき

たいと思います。

′

塙 治 さん

(S25年生まれ)

今年還暦を迎える年にあたり、これからも健康に

注意して家族力を合わせて、よりよいたばこと美味

しい野菜作りに頑張りたいと思います。

柳町 治夫 さん
(S25年生まれ)

還暦を迎える年にあたり、なお―層健康に留意

し、また地域の皆様の御指導をいただきながら、お

いしい米づくりに励んでいきたいと思います。

与

今年還暦を迎える年にあたり、一層健康に留意し

て家族仲良く安心 安全ておいしい農産物を作つて

行きたいと思つています。

‐
 

・
肇
ミ:ζ
ζ
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☆
鹿
行
農
業
共
済
組
合
長
賞

鉾
田
市
　
佐

鹿
嶋
市
　
飯

行
方
市
　
高

合
併

１０
周
年
を
祝
う
記
念
大
会
が
去
る
Ｈ
月
４
日
に
組
合
事
務
所
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
額
賀
喘
志
郎
衆
議
院
議
員
、
石
津
政
雄
衆
議
院
議
員
を
始
め
、
錦

織
孝

一　
本
澤
徹

両
県
議
会
議
員
、
管
内
各
市
及
び
鹿
行
農
林
事
務
所
長
等
、

多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
「
心

の
元
気
カ

ア
ッ
プ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
を

テ
ー

マ
に
皆
川
芳
弘
先

生
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会

に
あ
た
り
、
合
併
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
７
名

の
方

々
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

☆
茨
城
県
鹿
行
農
林
事
務
所
長
賞

鉾
田
市
　

堀
　
田
　
政

★
茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞

鉾
田
市
　

一局
　
橋
　
紘

行
方
市
　

嶺
　
　
　
松

雄男博

久
　
子

マ
サ
子

（故
称
略
）

神
栖
市
　
岩
　
田
　
き
　
い

● ロ ロ ロ ロ ロ ロ
=ロ
ロ ロ ロ コ ロ ロ ロ ロ ロ コ ロ 菫 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ヨ ロ ロ ロ ■ ● ロ ロ ヨ ロ ロ ●

田 塚 藤

業・●営が求められています。昨今の社会情勢から監督官庁であります農林水産省より、事故防止の

観点からも農業共済II全等の納入方法について、現金による納入から回座振替による納入に移行す

べ く指導がございました。

今後も引受及び共済金等の支払いのllr全化を図るため、『口座振替』への移行を推進してまいりま

すので、再三のお願いとなりますが、まだ提出頂いていない加入者の方につきましては、ご理解 と

ご協力をお願いいたします。

0

0

0

0

0

。 関

C茨
。東

0茨

東 つ く ば 銀

銀

本  銀
信 用 組

城

日

城 県

行

行

行

合

0水 戸 信 用 金 庫
。佐 原 信 用 金 庫

●銚 子 信 用 金 庫

。ゆうちょ銀行 (郵便局)
一
■銀陽常

詳 しくは企画課までお問ι〕合わせ下さしヽ

皆川 芳弘 先生による記念請演 茨城県鹿行農林事務所長賞を受ける堀日 政雄 氏

農業共済組合は公共性を有する組織として、その社会的信用の損なうことのないよう、適正な事

糊 0期
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地
球
に
や
さ
し
い
土
作
り

行
方
市
次
木

伊

勢

山

　

和
宏

さ

ん

（
４７
）

こ

一
家

我
が
家
で
は
、
私
た
ち
夫
婦
　
両
親
と
研
修
生
で
大
葉

を
栽
培
し
て
い
る
施
設
園
芸
農
家
で
す
。
美
味
し
い
野

菜
は
、
ま
ず
健
康
な
土
作
り
か
ら
と
、
父
親
の
代
か
ら

四
半
世
紀
以
上
、
土
壌
消
毒
剤
な
ど
は

一
切
使
用
せ
ず
、

現
在
は
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
微
生
物
利
用
の
太
陽
熱

処
理
で
健
康
な
土
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
安
全

で
美
味
し
い
野
菜
を
消
費
者
の
皆
様
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
家
族
や
地
域
の
仲
間
と
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ひろみさん (妻 )、 和宏さん

和子さん (母 )、 迪男さん (父)

恵未さん (長女)、 恵祐くん (長男)

農
業
の
未
来
を
見
据
え
て

神
栖
市
須
田
須
之
内
　
博
之

さ
ん

平
成
１４
年
の
１
月
に
就
農
し
、
両
親

と
と
も
に
ピ
ー
マ
ン
、
水
稲
を
耕
作
し

て
い
ま
す
。
消

費
者
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
安
全
な
作
物
を
出
荷
出
来
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
後
継
者
で
構
成
さ
れ

る

「未
来
を
見
つ
め
る
会
」
の
視
察

研
修
会
に
参
加
し
、
今
後
の
農
業
の
発

展
に
努
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

石
崎
　
千
春

さ
ん

鉾
田
市
樅
山

Ｓ
５５
年
４
月
１９
日
生
　
ＡＢ
型

Ｊ
Ａ
茨
城
旭
村
勤
務

★
趣
晰
は
？

旅
行
　
カ
ラ
オ
ヶ
　
茶
道

☆
理
想
の
男
性

（タ
イ
プ
）
は
？

お
も
し
ろ
い
人
、
誠
実
な
人

★
将
熙
の
夢
は
？

京
都
に
住
む
こ
と

★
農
業
に
つ
い
て

仕
事
柄
、
毎
日
窓
□
で
農
家
さ
ん
と
会
っ
て

お
話
を
さ
せ
て
頂
く
の
で
す
が
、
そ
の
度
に
農

家
さ
ん
の
明
る
い
笑
顔
に
元
気
を
頂
い
て
ま

す
。き
っ
と
作
ら
れ
て
い
る
農
産
物
も
農
家
さ
ん

達
の
明
る
い
性
格
を
受
け
継
い
で
元
気

一
杯

育
っ
て
る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
お

身
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
―
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当組合は、おかげさまで記念すべき年を

迎えました。

これからもよろしくお願しヽいたします。

さて、当組合は
合併何周年でしょうか?
数字をお答え下さしヽ

編
企画課までこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたして |

おります。正解者の中から抽選で粗品をプレゼントいた |

します。
/●専音●個人喘:曰す [品の発送■●11■事キ推進 ■のみ使F致 します.    |

◆ 締 切
平成22年 3月 10日 (当日消印有効)         |
◆ メールアドレス               |
qu zO∩ osa rOkkO Orip          l

翠

り

地
」
風
機
や
‥
・
‥
行
方
市
鱚
訃

行
方
市
籠
日
の
斎
藤
車
己
さ
ん
方
の
庭
に
、
御
地
蔵
様
が
あ
る
。

お
参
り
を
す
る
と
い
は
が
治
る
と
さ
れ
る
御
地
蔵
様
で
、
近
隣
か
ら
だ
け
で
な
く
、
千
葉

県
や
埼
玉
県
等
の
県
外
か
ら
訪
れ
る
人
も
多

い
と
い
う
。
卓
己
さ
ん
で
六
代
日
に
な
る
斎
藤

さ
ん
宅
は
、
廃
寺
跡
に
建
て
ら
れ
た
。
寺
は
お
よ
そ
五
百
年
前
の
創
建
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
と
い
う
．

御
地
蔵
様
に
は
、
当
時
の
住
職
の
も
の
と
思
わ
れ
る
戒
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
位
の
高
い

僧
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
、
御
地
蔵
様
は
三
百
年
ほ
ど
前
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
．

『
い
は
取
り
地
蔵
尊
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
七
十
年
ほ
ど
前
か
ら
で
、
卓

己
さ
ん
の
曾
祖
父
の
勉
さ
ん
が
、
い
は
で
悩
む
知
人
の
た
め
に
御
地
蔵
様
に
お
線
香
を
供
え

る
と
い
は
が
治

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
を
き

つ
か
け
と
し
て
、
う
わ
さ
が
広
ま
り
、
記
録
が
あ
る
だ
け
で
七
百
人
以
上
。
実

際
に
は
十
人
を
超
え
る
人
々
が
訪
れ
た
と
い
う
。

昨
年
秋
、
新
聞
に
紹
介
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
訪
れ
る
人
は
増
え
、
掲
載
以
来
四
百
人
は
訪

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

成
人
式
を
控
え
た
女
性
の
手
の
甲
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
い
は
が
き
れ
い
に
治

っ
た
話
の

他
、
参
拝
の
た
め
に
石
段
を
登
る
の
も
や
っ
と
の
九
十

一

歳
の
老
人
が
、
参
拝
を
終
え
る
と
庭
を
歩
き
回
れ
る
ほ
ど

に
回
復
し
た
話
．
友
人
の
お
礼
参
り
に
同
行
し
た
女
性
が
、

お
参
り
の
直
後
に
飛
蚊
症
が
治

つ
た
話
等
々
の
、
い
に
以

外
の
効
能
の
エ
ピ
ツ
ー
ド
も
多
数
あ
る
と
い
う
。

斎
藤
さ
ん
宅
に
は
米
訪
者

の
記
帳
用
の
ノ
ー
ト
が
あ

り
、
訪
れ
た
人
が
名
前
や
症
状
、
願
い
を
書
き
込
ん
で
い

′ヽ
．斎
藤
さ
ん
は
毎
日
′
―
卜
に
書
か
れ
た
人
た
ち
の
分
も

手
を
合
わ
せ
、
御
地
蔵
様
に
お
参
り
を
欠
か
さ
な
い
と
い

つ
。

鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
―

一
一

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企

画

課

行

■問題の答え

00周 年
■広キ,■やNOSAに
対する

こ意見 こ要・・

■住 所 ■電話香号
■氏 名 ■職 業
■年 齢

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
寒
く
な
り
ま
す
の

で
風
邪
を
ひ
か
ぬ
よ
う
気
を
付
け
て
お
過

一
」―
′ヽ́
主
一
〓
いヽ
。

皆
様
か
ら
の
情
報
や
一
〓
一

見

〓
」
要
望
等

を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
．

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
．

いぼ取り地蔵尊と同1雄さん 卓己さん 吏■●くん


